




Report on Lecturs on Tanka Poetry 























































○幅広い一般的な理解の形成（forming a broad general understannding）
○解釈の展開（developing an interpretation）
○テキストの文脈の熟考・評価（reflecting on and evaluating the content of a text）


















90 分の授業の 60 分あまりが先の過程で費やされ，そこで，「これまでの和歌で，1首を選
び，そのイメージを絵にしてみてください」と言って，以下，学生の作業に移る。学生にはあ


































































































































































































































































































































































































































































































第 24 巻第 2号，2013 年 3 月。
（2） 吉田新一郎『「読む力」はこうしてつける』2010 年 11 月 30 日，新評論。「新批評論」については，
40p.6–13 参照。new criticismのこと。意味はすでにテキストの中にあり，それを引き出すのが読者の
役割だとする考え方。
（3） 同（2）39p.脚注。Louise M.Rosenblettのこと。2005 年に 100 歳で亡くなった。長年ニューヨーク大
学で教授を務め，「読み」の分野で大きな貢献をした。
（4） 同（2）39p.の①による。
（5） 国立教育政策研究所・監訳，ぎょうせい，2004 年，p.096
（6） 同（5）p.099
（7） 同（2）p.43
（8） 「桜花散りぬる風のなごりには　水なき空に波ぞ立ちける」（古今集・春歌・89 番）（小沢正夫・松田
成穂校注・訳，『古今和歌集』1994 年，小学館）
（9） 同（2）p.43
後　　記
本稿に引用した感想は，平成 26 年度「日本語と表現（1）」の受講者のものです。本稿をまとめるに際し，
引用掲載をご許可いただいた受講者の方々に，全員の名をあげさせていただき，深甚の謝意を表します。
なお，敬称を省略することをお許しください。
受講者名：
 早川貴子・細谷葉月・椎名直美・古田有沙・米島知里・潮麻美・小林理紗・横須賀史織・小泉結有・
青柳彩・格和里奈・尾形百合香・高津春奈・宮村佳奈・鈴木敦子・戸塚亜緖衣・赤沼亜美・山下 
留身・鈴木奈菜・大島美紀・磯明梨・新村綾乃・平栁明穂・藤代優・北岡美里・石井悠・レンジ・
ジーン・ケネス・原田千晶・古庄田萌・小田綾乃・北島奈々・横地彩香・古谷美帆・吉村優・日高
里砂・山田ひかり・林美沙・池田和香那・藤田有暉
